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喀疾中結核菌の培養に関する統計的観察

財團法人結核予防会結核研究所 て所長 隈部英雄)

撫

小 川 辰 次 ・ 佐 波 薫

鈴 木 つ き ・ 木'村 ミ ヤ
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我 々1メ入所患者及び外来の患者 に就いて喀疫中り結 懐

菌の検索を してい るが 、既処 では我 々が仕事 を開始 した

昭和22年11月 よ り、昭和24年5月 迄の1年9ヶ 月

に亘 つての検索 、殊に其 の培養 に就いての統 計的 の観察

を報 告す る。

五 材 料 及 び 方 法

(1)材 料:材 料は入所中の もの、及び外来 を通 して

もち込 まれた もので、盾是等は外来診療 に来てい る患者及

び当研究所の附近 の療養所 よ り依頼 された ものであつて

入所患者の場合は減菌 シヤ ーレを使馬 し、外来者には容

器を よく洗つて煮沸滅菌 した ものに入れて持 参する よう

に しているo

(2)方 法;

イ)硫 酸法(定 性培養 法)実 施期間は昭和 盟 年11

月1Hよ り昭和23年5月14日 の聞で約6・5ケ 月間 で

ある。方法は4%硫 酸水(容 量%)を 喀痩の7～10僑 量

加 えて、室温に放 置するこ とな しに、直}ご1分 間3000廻

転 の遠心器 で10分 間遠 沈 して、其 の沈渣 を1～2白 金

耳宛 岡片倉培地 に培養 した。

ロ)10倍 稀 釈に よる 定量培養法

笑施期間は 昭和23年5月15日 よ り同年9月30日 まで

の約4・5 ,ケ月である。 。

方法;採 つた喀湊 の永様 の部分 を滅菌 した濾紙で吸い取

つて、既 の申に4%NaOH水 を1～2cc加 えて充分に

麗搾 し、1ecの メス ピペ ッ トで吸い上げ て喀湊の量 をは

か り、更 に喀湊が10倍 になるまで4%NaOH水 を加え

て、よ くか くは ん して均等化 しメスピペ ッ トでO・1Be宛

3%KH2PO,培 地(りに培養 し1日 ～2日 横に して37。C

の艀卵器 に放 置 し、液 の乾燥す るのを侯つ て封螺 し、今

度は たてて竹龍 に入れ て培 養す る。も

ハ)5倍 稀釈 による定量培養 法

実施期間は昭和23年10月1日 よ り昭和24年5月31

日迄 、8ヶ 月間。4%NaOH水 で喀湊 を5倍 に稀釈 して

其 の0・1ce宛 を ロ)と 同様に して培養 する。

以 上の三方法に よつて培養 したが 、培養 は喀痩 の単純

塗 抹染色標本 の検査で菌 の陰性 の時 に於いてのみ実施 し

た。培養 には・・…-A材料について3本 ～4本 の培地 を使用 し

た。培養 した ものは37。Cの 購 卵器に放 置 して 、1週 間

毎 に観察 し、培養後8週 迄見た◎そ して其の都度雑菌 の

侵入及び聚落が発育 した ら其の数を記 した。 なお塗抹標

本 はZieh1-Neelsen氏 の方法 によつ て染色 した。

皿 実 験 成 績

1)結 核菌の検出率

第1表 結 核 菌 の 検 田 率

＼＼ 検査の
〉＼ 種類

～r
、＼

検査 成綬

件数 嘔

塗 抹 染 色 標 本

,

培 養
塗抹」培養 を合

しナこ陽性件数(+) (一) (+) (一)

入 所 嗣 3502
1027

(29・2%)
2475 871

(35・2%)
1604 1898(54・2%)

外 来 1997
256

(12・8%)
o

1741
468

(26・9%)
1273
0

'

724(36・3%)

合 計

」

15難9

1283
'(23

・4%)
4216

1339

(31・8%)
2877

一

2622(474%)

、
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裏で見 る ように塗抹染色標本(Zieh1-NeelSen氏 法)で

結核菌の陽性 の ものは入所者 で29・2%で あつて全体 の

約1/4で あ り、外来者ではユ2・8%で あつて 、全体の約

1!8で ある。即 ち入所 者は外来者の2倍 に於いて菌が証

明 された事 になる◎次に塗 抹染色標本 で菌 の証明 され な

い もの を培養 して見 ると、入Eliでは352%で その1/3

に、外来では26・9%で 、その1/4が 陽性に出ている。

外来 、入所を平均 して見 ると、塗抹染色法で陽性の もの

23・4%、 培養法で陽性の ものが31・8%、 合 計47・7%、 即

ち検養 した ものの申の約半数 に於て菌が証明 された こと

になる。"消 へ

2)結 核菌 の聚落数 ど、聚 落の発育す るまでの期聞 と

の相関関係o.

我 々は前述 のよ うに イ)4%硫 酸水 による定性培 養

法u)10倍 稀釈 による定量培養法 ハ)5倍 稀 釈に よ一

る定量培養法。の3種 の方法 によつて培 養 したので、そ

の各 について観察 して見 た。イ)の 方法は我 々の研究室

で検査 した当初 の ものであつて 、例数 は最 も少 く、その

後 ロ)の 方 法で、 更 に》ハ)の 方法で 培養す るよ うに

なつた。そ して 培養後6週 に 於け る聚 落数 を 数 えて 、
'1～10、11・v50、51んIOO、101～150、151ヶ 」以上 と聚 落

数 を区別 して、発育 した聚 落数 と、発 育するまで の期 間

を相関的に見 た。 なお我 々の 培養 で検出 し得 た聚 落数

は ボ最 も多 ぐて200～250前 後 であつて 、聚 落数の少い

ものは6週 で も数え得 たが 、聚落 の多い ものに融合 して

数 えられないので 、聚落の数 えることの出来た最終 の週

の ものを もつて数 とした◎

第2表 其の1聚 落数 と聚落 の発 見 され る迄 の期間(硫 酸に よる定性培養法)

遷
6週 目に発育 しナこ聚落数 を基準 とし7:成績

Illl Iv v

6週 以後 に発

t 育 した もの
●

皿

合

計

1～10 0
}隻吻1(1316・9%)i(茸 乙・%)t(12.,%)i隻 翫2%)14

3 48

11～50 0
1そ丘、%)1(19.6%)1(28.2%)1〈IIIo.5%)1・

0 0 93

51～100 0
1(皇4。。%愚 。%)!(18.。%)臥 。%)1・

0 0 52

101～150 0
1(1?.4%)1〈k3%)1?,.、%)1}・.・%)1・

0 0 41

151以 上 0
1(267・0%)(§,.。%)1・

0 0 0 0 3

合 計 0
}(2414.6%)1(蕩4%)騰8%)1(呈 亀6%)1(2.4%)1も4%)礎L9%)1・65

も

註1)表 中の数字 は陽性 の培地数 を示す。

2)聚 落発見迄 の期 間は週 を示す。

3)1～10,11～50等 の欄 内の%は 、6週 迄 に発育 し7こ培地数 につk・て の ものを示 し

合計 の欄 の%は 陽性培地数 の合計即 ち165に 対す る%を 示 す◎

硫酸に よる定性培養では第2表 其 の1で 見 るように・

1週 目で発 育 した ものは一本 もない。i聚落数が1～10・

11～50、 では、4週 目に発 育する ものが最 も多 く、51～

1PO、101～150、161ケ 以 上の ものでは 、陽性培地数は少

いので余 り正確なることはいえないが51～100で は3週

目で、101～160、151ケ 以上の ものでは2週 目に発育す

る ものが多い ようである◎ また聚落数が1～10ケ では6

週以後 、8週 に於いて もなお聚 落の発生す る ものが多少

あるが 、11～150ヶ の間の もbで は、6週 以後 で蔽1本

も発育 していない し・151ケ 以上 の ものは3本 だけであ

るが3週 以後に発育 してい る ものは1本 もない◎即 ち以

上 の事実か ら聚落 の数が多い と早 く発育す る ものが多い

し、聚落 の数が少い と、お そく発 育する ものが多 い とい

うこ とが出来る◎

10倍稀 釈に よる定量培養 では、第2表 、其 の2に 見 る

よ うに 、1～10ケ の聚 落の もので1週 目に2本 発育 して

いるが 、これ は聚落 の性状 は結核菌 に一致 しているが動

物接種 をやつていない ので、病原性 の ものか ど うかわか

・らない
。次に聚落 の1～10ケ の ものでは3週 、4週 で発

育する ものが最 も多 く、11～150ケ の聞の ものでは 、発

育 の最 も多いのは3週 であ り151ケ 以 上では2週3週 で

発育す る ものが多い。 また1～10ケ11～50ケ では8週

で漸 く発 育する ものが少数 あるし、51～100ケ では6週

で、10iケ ～150ケ では5週 で、1δ1ケ 以 上の ものでは

___29-_
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第2表 其 の2i聚 落数 と聚落 の発見 され る迄 の期間(10倍 稀釈 に よる定量 培養)＼
聚ぐ 考緯

6週 目に発育 した聚落数 を基準 とし敦成績
6週 以後 に発

育 した もの

1 皿 皿 v 1、

合

計

●

.1～10
1ぞα7%)鴛2%〉(9建8--32・5%)1(Z.1.2%)(2、e。%)(、 α3%)レ9

9 1299
10～50 0

1(1614・0%)鵬5%描%)R,.,%)1隻3.5%)卜
2

{・・ケ

51～100 0
1芝a。%)!(器o%)1(塁o%)1宅a・%)}莞a・%){・

0
}5σ

101～150 0
(逡5%轟%幽%)iそ3.8%)1・

0 0 35

151以 上 0
1(9,.。%)1(Z3.8%)1乏 鋤i・

0
{・ ・1・

61

合 計 2
}(6512・1%レ)(葦9乙)%)1(垂霧3レ%)i(i肇舅」7%){(6.5%)1ぞ 亀7%)lI乏2%)1535

誰:第2表 其 の1に 同 ヒ。

第2表 其 の3聚 落数 と聚落 の発見 さわ る迄 り期間(5倍 稀釈 によ る定量培養)

6週目に発育した聚緻 を基準としナこ癩 陪 響鷺 騨
合

計

9

聚魂
r

、1}1

豆 皿wlV、1
鵯!

i

w 脳

【

・一・・i・i(11914
・7%)(跳%)}(翫)膿%)職%)i46【 ・81874♂

・・-5・1・ 降9%)撒%)1(9934 ・4%)1(金鼠6%)1捻3%)151・1293一㎞_

5・一…1・ 既5%)1(乙3 .,%)1,?量.2%)ll霊8%)毘 吻{2・1・1・48

… 一・5・i・1
la。%轟%)i(盤6%)1(1ま4%)iそ 、ゐ%)1

}… 一 …{一 一 隔一 　 晒 諭一 一 一 一

kl乙5%)曝 、%)}(2523・6%)i莞鉱8%)1・

・ibi・34
}}}　 一 蜘レ

1・1・ ・6
・5・以上i・

1・

・ 合 計1・k晦)隅%)隙%)1脚%擢3%)1騰4%)隈2%)i・555

駐:第2表 其 の1に 同 じ。

4週 で発 育 してい る ものが 少数 あるが 、それ以後 では発

育 した ものは ない。5倍 稀釈の場合では第2表,其 の3

で見 るよ5に 、10倍稀釈 の場合 と殆 ど同 じよ うな傾向 を

示 している。 、'

即ち定量培 養に於いては、其 の稀釈の如何 にかかわ ら

ず 、同様 な傾向を示 し、聚落 の多い もの程 、早 く発育す

る ものが多 く、聚 落の少い ものほ ど発 育のお くれ る もの

が多い。

3)喀 疲 の性状 と、結 核菌 の発育 との関係◎

喀屡 を其 の牲状に より、膿様 、粘液膿 様、粘液様 、漿液

様 と、更 に血液のま じつ た もの とに区 別 して定性培 養法

と5倍 及び10倍 稀釈に よる定 燈培養法 の偲 々につ き比

較 して見た。

第3表 の成績は昭和22年11月 より、昭和23年2月

末 まで 、性状の記 入が ないので除外 してあ る。成績は表

で見 るよ うに培養法の如何 にかかわ らず 、膿様 、粕液膿

様 の ものか らの陽性率は最 も多 いが 、漿液 様の ものから

で もかな り発育 してい る。殊 に第3表 、其の3で 見 るよ

うに・漿液性の もので71・6%と かな り.陽性率の多いの

は 、偶然であ るか も知れ ないが 注 目すべ きことと愚 ㌔

また性状 と聚落数 との関係 を見 る為 に先ず聚落数 の多い

101～150、151ケ 以上 め ものを合 して、其 の部分 におけ

る陽性率 を喀痩 の性状 によつ て比較 して見 る と、定性法

では膿様の ものは43・8%で 粘 液膿様 、粘液様 、漿液様

の ものでは陽性率 は非常 に少い。又10倍 稀 釈に よる定量

培養法では 、膿様20%、 粘液膿様17・8%で 大体同 じで

あ るが・其 の他 の ものは之等に比 して著 明に少 い。また5

倍稀 釈による定量培養 で1ま・膿様の場合 は32・8%で 、他

の3者 は これ に比較 して著明に少い。次 に1～10ヶ の種

に聚 落の少い場合 を見 ると、大体 に於て粘液様 、漿液 康

一__30一
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第3表 其の4喀 疫 の性状 と結核菌の発育(硫 酸 による定性培養)
ヨ

腔喀 嚇i爽の

性 状

培地

総数
ド

＼ 聚落
数

陽性培
地数(陽性率)＼

1～10
一

11～50 51～100 101～150

}

151以 上
6週 以後
に発育 し
た もの

膿 劇5・1 16(31。4%)
15(3・ ・3%)13(・&9%)・(6・3%)IS(3・ ・3%)II2(鞠){・

膿 劇38・1
ゆ

92(24・1%)
il4・(46・7%)[25(27・2%)1・9(2・ ・7%)i5(5・3%)ll・

0

粘 液 劇48gl 窮(9,2%)
E2,(48・9%)1・ ・(24・4%)13(6・7%)14(8・9%)1・

5

,漿 液 倒48{f 7(14。6%)
N4(57.1%)1・ i2く2&6%)1・ 1・ ■ つ

禦 き『eい(・2%)」3
`1・

0 0 ーー 0
謝

合 計}モ… 　 ・蘭
ll77㈱{39(23・6%)}25(・ 鯛 ・4(8・5%)ll3

7

.謎:1)聚 落数 の欄中の数字は陽性培地数 を示 し、%は 陽性培地総数 に対す る%を 示 す。

2)6週 以後に発 育 し》こものの欄中の数崇 も培地数 を示 す◎

第3表 其の2喀 湊 の性状 と結核菌 の発育(10倍 稀釈 に よる定量培養)

喀 湊 の

性 状

醜 ＼ ＼ 聚落数
総数購篠 翁＼

1～10 11～50 51～100 101～150 151以 上

6週 以後

に発育 し
た もの

膿 劇 ・・5115・(25・6%)ll3・(68・ ・%)IS(・ …%)1・ 6(・2・・%)14(&・%)}・

粘膿倒6叫 180(29.9%)
i62(34・4%)IS・(28・9%)129(・6・ ・%)122(・2・2%)1iP(5・6%)ll5

粘 液 劇 ・4・・1272(・9・4%)1・55(57刎57(2…%)1・8(6・6%)1・8(6・6%)12(e・7%)122(8・ ・%)

漿 液 倒363い7(8・4%)/2・(74・ ・%)}・ (3(・…%)1・(制 ・
31…

蝦 島『48il
6(12。5%) …ー 0 0 6 0 01…

.a計 剛15訪 ll27・(S・・6%)1・・蜘%)15・(9・3%)153(9・9%)(・6(3%)113・(5・8%)

註;第3表 其 の1に 同 じ◎

第3表 其の3喀 婆 の性状 と結核菌の発育 (5倍 稀釈 に ょる定量培養)

喀 褻 の

・性 状 誌
馳
緻

1～10● 11～50 51～100 101～150 151以 上

6週 以後

に発育 し
た もの

膿 捌 ・38い ・・(79・7%)135(3・ ・8%)123(2・ ・9%)1・6(・4・5%)・9(・7・3%)i・7(・5・5%){・

粘 膿 様124721153・(2・ ・4%)13・5(57・6%)182(・S・S%)138(7・2%)15・(9・4%)129(5・5%)126(49%5

粘 灘}56821い69(・3・5%)1139S(5・ ・8%)}・5er…3%)179(…3%)15・(6・8%)14・(6・4%)ll38(4・9%)

漿 液 倒 ・62い ・6(7L5%)ll59(5・ ・9%)128(24・ ・%)IS(6・9%)17(6・ ・%)8(6・ ⑨%)16(5・2%)

躾?き 『96U 30(31。2%)
1・3(・3・5%)12

5 6 3 ー!

合 訓855・i・555
18・・(52・・%)288(・8・5%)1・46(9・4%)・34(8・6%)・ ・6(6・8%)1!7・(4・5%)

註:第3表 其の1に 同 し◎

の ものに陽性率が多 く・膿様 の ものに少い◇即 ち上の事 多い と云 う事が出来 る。それ に して も膿様の ものの30%

笑 を綜合 して見 ると・ 膿 様 の ものでは聚 落 の数の多い 前後 、或 は68%ま でが1へ こ10ヶの聚落数を示 し・漿液

ものが多 く、粘液様 ・漿液搬 では聚 落の数 の少い ものが 様の もので も聚落数 の多い ものがあることは注目すべ き

一31
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事 と思 う。 我 々は雑菌 の侵入率 を先ず入所 の もの と外来 の もの とに

4)雑 菌侵入 の季節 による影響 、並び に入所 、外来 の 分 けて、更 に之等 を月別に分 けて見た。

材料別 による雑菌 の侵入 の差異。'、

第4表 季 節によ る雑菌侵 入の影響 ・並 に入所 、外来別 の雑菌侵 入の差異黛瀞
へべ

月日 ＼毯

入 所 外 来

使用培地数
・雑菌侵 入培地数

(雑菌侵 入率)
使用培地数 艇慕齢契響

22・Ml 18 3(ユ6・7%)R 33 10(30β%)

x∬ il 331 4 (12・1%) }レ 翌 　
6 (14・3%)

23. 1 i 78} 4 (5・1%) 84 「 4 (4・8%)

皿 1 48{ 3 (6・3%)
i141
1 1 3 (2・1%)

皿 1} 2221 4

4

(1・8%) レ237 】
9 、(3・8%)

w i ・5gl 1

ノ

(0・6%) 207 1 6 (2・9%)

vl 282 3(…%)i1 174 17(9.8%)

1、 285 3(1・1%)
コ

il
186 31(16.7%)

288 46(・6・ ・%)} 222 62(27・9%)

田 327 85(26・・%)llNl 68(36。0%)

皿 546 32(5・9%) 297 40(13・5%)

x!1 576 29(5・ ・%)1 399 41(10.3%)

.Xl)1 585 4S(8・2%) 222 41(18.5%)

Xll 459 32(7・ ・%)ll 246 46(18。8%)

24・Il} 468 29(6・2%)1 258 23(8・9%)

皿 」1 687 24・(3・5%)ll 726 31(4・3%)

皿 756 30(4・0%) 354 21(5。9%)

rvl 7δ9 43(5・7%)1 555 54(9・7%)

v 849 27(3.2%)9 651 84(12・9%)

培 養 の ・

方 法

鰯
硫
酸
水
に
よ
る
定
性
蓼

賠
稀
釈
定
量
培
養

1

賠

稀

釈

定

量

培
養

合 計{}74251菊 ・(6;3%) 5223}597(・L一}

雑 菌は8週 間の観 察 中に発 育 した ものの金 部であつ

て、培地が こわれ ないで・同時に結 核菌の発 育 した もの

も全部含 めた。

昭和22年 、11月 及び12月 は培養 をや り出 した当初

の ものであ り、技術 も不慣れであつた為 に一応 これ を除

外す ることにす る◎培養 の 方 法は 表 に 記載の ようであ

る、

先ず入所の方 からみてゆ くと、7月 、8月 は断然多 く

て 、夫 々16%、26%の 侵入率 である。 これ以 外の月で

は0・6%～82%の よろに10%以 下であ る。 ま寒培 養法

に よつて比較 して見 ると、4%NaOH水 、に よる定量培

養では・5倍 稀釈 で も10倍 稀釈で も著 明の差は ない ま

うであるが 、硫酸水に よる定性培 養 との比較 では、淀 牲

培養 の方が多 少雑菌が少い よ うに思 われ る。 これ を平均

して見 る と入所では雑菌の侵入率は6・3%で ある。次 に

外来 の もの を見る と・硫酸水 による定性培養 では入所 の

もの と著明の差 はないが 、NaOH水 に よる定燈培 養では

入所 の場合 に比 して大体 に於 いて多 い。 これ を月別 に見

ると・入所 の場合 と同様に7月 、8月 が最 も多 くて夫 々

27・9%・36%で あ るっ これ を平均 して見 る と外来者 の場

___32___
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合はn・4%で あつて入所者 の2倍 の雑菌侵入率である。'

此 の入所者 、外来者の両者 を平均 して見 ると、我 々の所

の雑菌侵入率は8・3%と い うことになる。

5)雑 菌侵入 の時期。

雑菌は培養後 、何時発 育す る ものか?・ また この雑菌侵

'第5表

入 の時期は季節に よ り影響 され る ものか ど うか?ま た

処理法 によつて侵入 の時期 に変化があ るものかど うか?

等 の事 を検 討す る為に 、1週 よ り8週 まで観察 した もの

を、更に月別 に分けて見た。其の成績 は箆5表 の様であ

る。

雑 菌 侵 入 の 時 期

検 査

月 日

}輪
　

時 期 別 に よ る 雑 菌 侵 入 培 地 数

1 五 皿 W v

結核菌 と

共 に発育

しナこ培地

数

22…ll 13
i・・1

3t
1・

・211 10 い い い の 12
23.1・ 8 い いi2いi 1 0

ーー 6 312い1
ll・

ー13 13
1313い12121

1 1

ーー 7 121 0
劃 1 ・い1 { 0

1ー 20
　・5い い 1 1'll2

6 34
1・g/71

4い レ1・1
1・

7 108
II25i34い}2315{713 3 8

81● ・・53 168}3312718
ll 72

il3・}29"

5い いL洲

5いi・}1

り
9

の
召

培
養

方

法

鰯
硫
酸
水
に
よ
る
定
性
培
養

賠
稀
釈
に
よ
る
定
量
培
養

1
玉

-

・・/ 70
1221231・ ・17レ}

1 い2
1・ll

轄

89
　 2・1・ ・1・41・8122卜4i・t 1・2

・21 78 ・7い6126i・2いi 2 15
24・ ・1 52

2 65

い81414い い ・i4r・1

　・5レ131'7い い い い 　

L
9

』犠
6

1ー 5ユ
い い1・3い!3/713}2114

4 97
136129いii416i41

ーー5 111
い 司26P・ い{・ ・131 t

Lい
・

5
-
倍

稀

釈

に

よ

る

定

量

培

養

合 計 1047

繊)膿)購 織 潮(8349?・9%)1(4・8%)1(撒織)}i(撒)}1

邸 ち処理法 によつて も、季節に よつて も、雑菌 の発育

す る時期 には著明な影響 は認 め られ ないが 、定量法では
ノ

定性法 に比 して5週 以援 に雑菌 の侵入す る ものが 多少多

Lζよ うに思 われ るが 、 これ を合計 して見 ると、培 養後1

週月に発育す る ものが最 も多 くて35・6%で あつて 、第

2週 目では22・5%で ある。そ して 日数 の経過す るに随

つて雑菌 の侵入率は次第に減 少 して いる。之等の雑菌は

大部分 、培地 を こわ して しま うが、雑菌の侵入後 に結核

菌 の発育 した ものがS%前 後あつた。 。

w総 括及び考察

我 々は昭和22年11月 よ り昭和,24年5月 までの問 に54

49人 の喀湊中の結核菌 を検査 した .即 ち先ずag-一に塗抹

染 色標 本の検査 をや り結核菌の陰性 の ものは更に培養 を
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やつて 、この成績 を統 計的 に観察 した¢先ず陽性率 を見

ると入所者の ものが塗 抹染色標本 の検査 ρ場合で も・培

養 の場合で も検澱率が良 い離 これは取 り扱つた材 料の如

何に もよるが ・我 々の所では入所者 は減菌 シ ヤーレに採

らせて喀出 した ら直に検査す るよ うに している・ それで

染色馴 ゆ 検査 で も検出 率がよいし・培養法 に於いて 蝶

い成績 を得 てい るのではないか と思 おれ る◎外来 の もの

は喀痩 を持 参する場合 には、蓋のあ る容 器をよ く洗つて、

10分 前後鍋 で煮 沸 した ものに直接 入れ て持参す るよ うに

いつてはあるが 、この ことが仲 々徹底ぜず 、滅菌 した蓋

のあ る容 器に入れてあ るものが 少い事及び当所に持参 す

る迄 の時聞が長び くとい うよ うな関係 で雑菌 の侵入 も多

く、菌 の生活力 も弱 くな り、殊 に夏の頃になる と、この

事が著明 とな り、悪 い成績 を示 した もの と思 われ る な

お塗抹染色標本陰 性の ものを培養す ると、其 の1/3前 後
も ノ

に陽性 の ものが 出る とい5こ とは塗抹染 色標本だけで検

査 して其の陰陽性 を決定す ると1/3位 を見落す とい5こ

とにな る◎今 更とやか くい う必要 もない と思われ るが 、塗

抹 染色標本だけの検査 では不充分であつて、培 養ず るだ

けの設備 を もたなければ 、適正 な診療は行えないのでは

ないか と思われ る,次 に聚落 の発育す るまでの期聞 であ

るが、聚落 の少い ものでは発育す る迄の期間 の長び くも

のが多 く、また聚 落の多い場合は発育す るまでの期聞が

短 い、このことは多 くの諸先進 によつて証明 され た所 で

あるが 、硫酸に よる定性培 養では 、聚落が1～51ヶ の聞

では陽性率の山は4週 に、51～100ヶ では3週 に101ヶ

以上では2週 とい うよ うに 、聚 落の多少によつて陽性率

の山に差 がある しかるにNaOH水 に よる定量培養で

は硫酸法程聚 落数 と発 育す るまでの期間 との関係がはつ

き りしないで、3週 に出が集 る傾 向にある。何 故 この よ

5な 差が出裏 たのかは更 に研 究するこ とが必要であ る8

なお定量培養 に於いては定 性培 養に比 して発育 のお くれ

る ものが多い。 これはNaOII水 による 定量培養 では

0・1ccと い う様 な大量 を植 えるので 結 核 菌に対する 障

碍 が多少多い為ではない か と思われ る、次 に培 養後 の観

察期聞の問題であるが 、硫酸水に よる定性培 養では4週

まで見て判定する とい うこ とにな るとそれ 以後 に発 育 し

た25・4%の ものを見落す ことになるが 、5週 迄 かんさ

つす る事 にする と1～10ケ の聚落 の発育する ものを ワ%
り

、見落すに過 ぎない。随つて、少 くとも5週 迄は見 る事が

必要 と思 われ る◎ しか し8週 で発 育する もの もあるか ら

8週 まで見 ることにすれば理想的である。次 にNaOH水

に よる定蚤培養では 、4週 で判定 する と2δ%前 後 、5

週 では12%前 後 を見 落すこ とになる し、6逓 で判定す'

る と5%～6%前 後 、見落す ことになる。 しか も6週 以

前 に判定す る場合は聚 落の数 の多 い ものを見落 す とい5

ことにな る。7適 で判定す るこ とになる と1～2%見 落

すに過 ぎない。随つて少 くと も7週 間 かんさつす ること

が必要であ ると思われ る◎

なお我 々の取 り扱 つた材 料を見 るど発育 した聚落数 の

1ヶ ～10ヶ の もの渉64・3%で あつて過 半数であ る。101

ケ以 上の聚 落の多 い 庵のは1・6%に 過 ぎない。 との こと
噂は我 々の取 り扱 つた ものは軽症の ものが多い とい うこと

と共 に 、また塗 沫染 色標本 の検 査がかな り正確に行われ

ズ いる ことを裏書 する もの と思 われ る。次 に雑 菌の侵入

の点 に関す る問題であ るが 、一般 に硫酸に よる定性培養

では、NaOH水 による定量培養 に比 して 雑菌 の侵入 の

.少 いのは 、定性法では3000廻 転 の遠心器 で1ρ 分遠心

して、其 の沈漬 を植えてい る◎即 ち少 くと も10分 間は

処理 してい る事 にな るが 、定量 培養 では処理 したら直に

植 えるよ うに してあ る為 と思われ る。

次 に培 養で我 々の取 り扱つ てい る 喀湊 の 性状 を見る

と 、最 も多 いのは粘液様 の ものであ り粘液 膿様の ものが

之 に次 ぎ、膿様 、漿液様 の ものが之 に続 いてい る。之等

を培 養 して見 る と大体 に於いて陽性率 は、膿 様の ものが

最 もよくて 、次いで粘液膿様 、粘液様 の順 序であるが 、

・なお漿液様 の ものか ら もかな り菌が培養 され ている
◎ こ

のこ とは注 目に価する◇なお この場 合の聚落数は 、膿様

の もQ程 、聚 落数が多 く漿液様 の もの程 、聚落数が少い

傾 向にあ るが 、 しか し膿様の もので も、聚落数 の少い も

のがかな りある し、漿液様 、粘液様 の もので も聚 落数 の

多い ものが ある ことは、肉眼的 の喀褻 の性状 の槍査は不

確実な ものであつて 、膿様 の部分 をか な り見落 してい る

ことを示 す もので あつて 、我 々は喀婆の性状 の如何 にか

わわ らず丹念 に検査 する ことが必要であ ると思われ る。

次 に雑 菌の侵 入の点 に関す る問題一きあ るが 、一般 に硫酸

に よる定性培養では ・苛性曹達水 に よる定量培 養 に比 レ

て、雑菌 の侵入は少い◎之は定性培 養では、硫酸水で10分

間 処理 してい るの に反 し、定量 培養では直に植 えてい る

ためであろ ㌔ 又 入所者 に比 して外来者が雑 菌の侵 入の

多い ことは・入所者 の場 合は滅 菌 した シヤ ーレに喀褒 を

直接 とらせ ・喀崩 した らなるべ く早 く培 養 してい るのに

反 し外来者の場合 は容器 の滅菌が不充分 で、 しか も蓋 の

ない ものが 多かつ た。喀婆 を入れて持参 した容 器を丹念

にノー トに記載 して・雑菌 の母入率 と対比 して見 ると、

清 浄な容 器の ものは少 くて、洗つ てい ない瓶 、さびつい

た罐 ・紙 片に とつ た喀燧 ・貝殻 レ蛤 、マ ツチ箱等の ものは

常に雑菌が侵入 した。既の様 な事 は容器 の滅菌 と培 養の

いかなる ものであ るか を患 者に理解 徹底 させ ることで、

ある程度避 けることが欝来 ると思われ る。 また研究所 自
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身で滅菌 した容器 を貸与す る等 のこ とが出来れば理 想的1

,であ ろ う。次 に夏季に雑 菌の侵入の多いこ とは培養 をや

っでしる人達であれば誰 で も経験す る事 であ り、鈴 木②

氏 も伯台 でけ7月 、8月 、9月 にHohn&V碑aL・ester(3)

1947)のCopenhageEに 於け る成績では5月 べ慮 月が

最 も多 い とい5◎ それで我 々は夏季 には培養 に使 用する

器具 の滅菌 を充分 にす ると共 に培養基や器具類 もな るべ

く早 く使用ナるよ うに し、喀湊 も呈出 された ら直に処理

する よ うに し、操作 もなるべ く手早 く無菌的にやること

に心がけ ることが必要 であ る。

v結 論.

我 々は昭 和22年11月 から昭和24年5月 末 までの聞

に5449件 の喀婆申の結 捜菌 の絵索 を して 、次 の様 な結

果 を得 た。

(1)入 所 者の陽性率は、塗抹染色標本 の検査及び培養

検査 を合 して54・2%ぞ あ り、外来者の ものは36・3%で

あつ た。 また塗抹染色標本の陰 性の ものを培養 して 、莫

の1/3に 陽性成績 を得た。'

(2)聚 蓄数の多い ものには ・発 育するまでの期問 の短

い もρが多巨 し、聚落数 の少い もので発育す るまでの期

聞の長び くものが多かつた。

(3)培 養判定迄 の観察期聞は 、硫酸 に よる定性培養 で

は少 くとも5週 迄は必要であ るし、3ζNaOH水 による

定量培養法では、少 くとも7週 まで 見 るこ とが 必要で

ある。なお方法の 如何 にかかわ らず8週 迄見れば 最 も

よい。

(4)喀 疫が膿 様である もの程 ・陽性率が多い し・また

聚落数の多い ものが多いが 、漿液様 の ものか らで も・か
}

な り陽性 に出 る。

(5)雑 菌は外 来の ものは入所 に比 して約2倍 の侵入率

である。また季節 によつて影響 され 、7月 ・8月 、に最 も

多い.そ して培養後1週 乃至2週 位に発育す る ものが過

半数であ るき
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